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病児保育施設について
 平成３０年１月６日開催の関東甲信越・東京ブロック会議において、

病児保育施設について、意見交換が行われました。

・医師の離職防止や再就業を促進するためにも病児保育施設は重要

・しかしながら、現状の病児保育施設は大半が赤字運営をしている

・新たに病児保育施設の設置となると、人材確保や運営費負担の問題

など課題が多い

・茨城県医師会の取り組みを紹介
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茨城県医師会の取り組み
 医師保育支援事業（茨城県委託）

（１）目的

地域で働く女性医師が近年増加する中で、子育て中の医師が仕事

と家庭を両立させ、就業継続できる環境を整備することにより、女

性医師の地域への就業、離職防止、県内への定着を促進する。

（２）概要

茨城県、茨城県医師会、関係市町村及びファミリー・サポート・

センターと連携し、子どもの一時預かり等女性医師の就業を支援

する。
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⻑野県医師会の活動
医学生・研修医等をサポートするための会の開催
開催日 平成２９年１０月１４日土曜日

時 間 午後３時３０分～午後５時

場 所 信州大学医学部臨床医学教室棟第一臨床講堂

講 演

演 題 「泌尿器科女性医師としての歩み」

講 師 東京女子医科大学東医療センター

骨盤底機能再建診療部 教授・診療部長

泌尿器科教授(兼任) 巴 ひかる 先生
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医学⽣・研修医等をサポートするための会 参加⼈数
医学部学生 研修医 医師 その他 合 計

男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 計
内訳
男性

内訳
女性

平成27年度 11 2 0 0 7 2 6 0 28 24 4

平成28年度 6 1 0 0 6 3 4 1 21 16 5

平成29年度 15 4 0 1 7 4 3 3 37 25 12
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⻑野県の取り組み
 病児等送迎・保育支援事業について

（１）病児等送迎サービス支援事業

子を養育する医療従事者が、子どもの急病等においても診療を継続でき

るよう、医療機関が雇用する看護師又は委託契約を締結した民間送迎サー

ビス会社等により、保育施設・病院・病児保育施設間の送迎等を行う体制

を確保することに対する支援（病児は、病児保育施設で保有）

・対象者：地域の保育所として病児保育に対応している医療機関

・対象経費：導入初年度における次に掲げる経費

ア 医療機関が雇用した送迎・保育を行う看護師等に係る人件費、交通費

イ 民間送迎サービスの利用に要した経費（交通費、保険料を含） 等
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（2）病児等ベビーシッターサービス支援事業

子を養育する医療従事者が、子どもの急病等においても診療を継続でき

るよう、医療機関が雇用又は委託契約を締結したベビーシッター等による

保育施設・病院・自宅等間の送迎及び病児の自宅等での保育等を行う体制

を確保することに対する支援

・対象者：ベビーシッターを雇用、又は民間のベビーシッター会社との

委託契約により、病児の送迎・保育等の支援を行う医療機関

・対象経費：導入初年度における次に掲げる経費

ア ベビーシッターの雇用に係る人件費、交通費

イ 民間ベビーシッターサービス会社の利用に要する経費（交通費、

保険料を含） 等
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病院内 保育所見学ツアー IN 佐久・飯田・松本

１、事業内容

（１）対象者 ：医学生（学年及び性別不問）

（２）内 容 ：院内保育所の見学、ロールモデルとなる医師との懇談、病院見学

（３）見学施設：佐久・佐久医療センター：夜間保育・２４時間保育 （３/７，９のいずれか）

飯田・健和会病院：病児・病後児保育 （３/５，９，１２のいずれか）

松本・信大病院：保育受け入れ人数が多く、比較的大規模（調整可能）
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ご清聴ありがとうございました
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